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静
か
な
水
辺
に
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添
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よ
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に
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イ
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る
た
め
、
財
政
と
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
を
モ
ッ
ト
ー

に
行
政
水
準
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
施
策

を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
重
点
施
策

合
併
初
年
度
で
あ
り
、
町
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
「
総
合
振
興
計

画
」、「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
お

よ
び
「
辺
地
総
合
整
備
計
画
」
の
策
定

な
ら
び
に
「
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定

を
急
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
合
併
協
議
に
お

け
る
積
み
残
し
と
な
っ
て
い
る
水
道

料
金
の
統
一
や
消
防
団
の
再
編
に
取
り

組
み
、
こ
れ
ら
計
画
策
定
あ
る
い
は
協

議
に
つ
い
て
は
、
各
審
議
会
等
で
十
分

な
議
論
を
尽
く
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、「
女
性
の
声
を
聴
く
会
」
に
お
け

る
提
言
等
、
広
く
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見

を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
に
よ
る
旧
２
町

の
融
和
と
分
庁
方
式
に
よ
る
事
務
機
構

で
の
ス
ム
ー
ズ
な
行
政
運
営
を
図
る
た

め
、
助
役
の
２
人
制
を
導
入
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
役
場
職
員
の
意
識
改
革
を

図
る
た
め
、
窓
口
対
応
、
接
遇
研
修
な

ど
研

修
事
業

を
充
実

さ
せ
、
文
字

通
り
「
町
民
の
役
に
立
つ
人
の

い
る
と
こ
ろ
」
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
予
算
の
大
綱

新「
長
島
町
」
の
財
政
環
境
は
、
一

段
と
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
平

成
18
年
度
に
お
い
て
も
地
方
交
付
税
等

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
や
社
会
保

障
関
係
経
費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
将
来
の
財
政
運
営
が
圧
迫

さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
平
成
18
年
度
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
旧
両
町
の
住
民
の
要
望

を
十
分
に
し
ん
酌
し
、
必
要
と
認
め
ら

れ
る
行
政
需
要
に
積
極
的
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
分
庁
方
式
に
よ
る
事
務
事

業
の
簡
素
化
や
事
業
の
峻
別
、
受
益
者

負
担
の
適
正
化
な
ど
効
果
的
・
効
率
的

な
施
策
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

歳
入
面
に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付

税
が
前
年
度
に
比
べ
２
億
２
０
０
０
万

新
た
に
発
足
し
た
長
島
町
の
初
代

町
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
も
と

よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
経
験
を
生
か
し
、
情
熱
と

行
動
力
を
も
っ
て
「
夢
と
活
力
あ
る　

福
祉
の
充
実
し
た
長
島
町
」
の
政
策
目

標
実
現
の
た
め
、
町
政
推
進
に
ま
い
進

す
る
覚
悟
で
す
。

　

長
島
は
、
三
県
架
橋
と
高
速
道
を
結

ぶ
夢
の
あ
る
地
域
と
し
て
、
子
や
孫
に

夢
と
希
望
を
引
継
ぐ
努
力
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
は
、
い
つ
の
日
か
獅
子
島

架
橋
実
現
に
向
け
て
の
粘
り
強
い
行
動

も
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

活
力
と
し
て
の
新
町
長
島
は
、
第
一

次
産
業
を
共
有
し
、
農
業
面
で
は
土
地

条
件
、
気
象
条
件
を
生
か
し
た
産
品
が

好
調
で
す
。
漁
業
面
で
も
養
殖
ブ
リ
を

始
め
と
し
、
海
藻
類
の
人
気
な
ど
好
転

の
兆
し
が
見
え
て
お
り
、
引
き
続
き
関

係
団
体
と
も
ど
も
振
興
策
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
公
共
事
業

に
お
い
て
も
雇
用
対
策
、
都
市
部
と
の

地
域
間
格
差
解
消
の
観
点
か
ら
重
点
政

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ

の
他
、
教
育
、
医
療
分
野
に
お
い
て
も
、

活
力
の
あ
る
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

今
回
の
合
併
で
、
１
万
２
千
の
人

口
と
１
１
６
平
方
キ
ロ
の
地
域
と
し

て
、
介
護
・
医
療
を
包
括
し
た
き
め
細

か
な
福
祉
対
策
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て

お
り
、「
夢
と
活
力
が
あ
り
住
民
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
福
祉
の
町
づ
く

り
」
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
分
野
と
し
て
、
第
１
に
「
夢

の
あ
る
地
域
づ
く
り
」、
第
２
に
「
交

通
網
の
整
備
」、
第
３
に
「
働
く
職
場

作
り
」、
第
４
に
「
活
力
あ
る
産
業
振

興
」、
第
５
に
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
か
す
ま
ち
」、
第
６
に
「
高
齢
者
が

安
心
で
き
る
ふ
る
さ
と
」、第
７
に
「
住

民
が
自
慢
で
き
る
ま
ち
」、第
８
に
「
女

性
の
視
点
で
生
活
の
手
助
け
」、
第
９

に
「
若
い
人
が
元
気
づ
く
ま
ち
」、
第

10
に
「
改
革
に
挑
戦
」
で
す
。

　

こ
の
施
策
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、

三
つ
の
枠
組
み
の
中
で
進
め
て
い
き
ま

す
。
第
１
分
野
は
、「
国
や
県
に
お
願

い
す
る
施
策
」
と
し
て
、
島
原
〜
天
草

〜
長
島
架
橋
の
促
進
・
長
島
〜
阿
久
根

間
の
高
速
道
（
地
域
高
規
格
道
）
整
備
・

西
回
り
自
動
車
道
の
早
期
完
成
・
獅
子

島
架
橋
の
推
進
・
長
島
高
校
跡
地
の
活

用
・
県
道
改
良
の
鷹
巣
地
区
促
進
と
平

尾
地
区
採
択
の
６
件
で
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
継
続
的
な
陳
情
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
第
２
分
野
は
、「
町
と
し

て
取
り
組
む
事
業
」
と
し
て
、
黒
之
瀬

戸
大
橋
付
近
の
観
光
拠
点
づ
く
り
・
活

力
あ
る
産
業
振
興
と
、
教
育
医
療
の
充

実
・
長
島
開
発
促
進
協
議
会
づ
く
り
・

公
共
事
業
の
導
入
と
雇
用
の
確
保
・
山

門
野
〜
汐
見
間
、
鷹
巣
〜
指
江
間
、
平

尾
〜
浜
漉
間
、
平
尾
〜
茅
屋
間
の
主

要
町
道
の
改
良
促
進
の
５
件
で
す
。
第

３
分
野
は
、「
早
急
に
実
施
す
る
仕
事
」

と
し
て
、
町
道
萩
之
牟
礼
〜
茅
屋
間
の

事
業
着
手
・
女
性
の
声
を
聴
く
会
づ
く

り
・
生
ゴ
ミ
の
週
２
回
収
集
・
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
す
る
福
祉
事
務
所
づ
く

り
・
助
役
の
２
人
制
・
住
民
の
役
に
立

つ
人
の
い
る
役
場
づ
く
り
」
の
６
件
で

す
が
、
早
速
関
係
課
長
に
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

我
が
長
島
町
お
い
て
は
国
庫
補
助
負

担
金
の
減
額
や
地
方
交
付
税
の
削
減
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
引
き
続
き
厳
し
い

財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
は

待
っ
た
無
し
の
状
況
に
あ
り
、
行
政
に

対
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
一
方

で
、
行
政
課
題
は
山
積
み
の
状
況
に
あ

  
情
熱
と
行
動
力

夢
と
活
力
あ
る  

福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち

平成 18年度
施政方針（抜粋）

　

６
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
川
添
健
町
長
が
平
成
18
年
度
の
「
施
政
方
針
」
を
述
べ
ま
し
た
。
新
町
の
ま
ち
づ
く

り
は
ど
う
な
る
の
か
？
長
島
町
が
目
指
す
方
向
は
？
重
点
項
目
を
施
政
方
針
か
ら
抜
粋
し
ま
す
。
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円
減
額
の
35
億
円
、
交
付
税
の
減
額

分
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
は
前
年

度
に
比
べ
２
８
０
０
万
円
減
額
の

２
億
６
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
合
併
初
年
度
は
、

旧
町
そ
れ
ぞ
れ
継
続
事
業
の
実
施
や
、

合
併
前
の
差
異
の
解
消
の
ほ
か
、
道
路

改
良
や
港
湾
整
備
な
ど
積
極
的
な
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
は

総
額
81
億
１
４
０
０
万
円
と
な
り
、
旧

両
町
の
平
成
17
年
度
当
初
予
算
の
合
算

と
比
較
す
る
と
、
１
億
８
４
７
１
万

円
の
増
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
財

源
不
足
を
補
う
た
め
財
政
調
整
基
金

２
億
８
０
０
万
円
を
充
て
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
各
特
別
会
計
を
含
め
た
予

算
の
総
計
は
１
４
０
億
円
と
な
り
ま
し

た
。

●
具
体
的
な
施
策

産
業
振
興
は
本
町
発
展
の
根
源
を

な
す
も
の
で
す
。
な
か
で
も
農

業
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安
全
で
高
品

質
な
農
畜
産
物
の
供
給
を
市
場
か
ら
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
生
産

基
盤
や
農
村
環
境
の
整
備
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
齢
化
に

伴
う
生
産
活
動
の
省
力
化
促
進
、
担
い

手
育
成
が
急
務
で
す
。
そ
こ
で
、
畑
地

帯
総
合
整
備
事
業
蔵
之
元
地
区
、
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
東
南
部
地
区
、

農
地
防
災
事
業
浦
底
地
区
、
山
寺
地
区

基
盤
整
備
促
進
事
業
、
口
之
福
浦
地
区

基
盤
整
備
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
県
単
林
道

白
瀬
線
開
設
事
業
、
特
定
離
島
ふ
る
さ

と
お
こ
し
推
進
事
業
林
道
獅
子
島
線
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
対

策
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
三
船
漁
港
と

蔵
之
元
漁
港
の
交
付
金
事
業
に
よ
る
物

揚
場
、
道
路
の
整
備
や
、
福
ノ
浦
地
区

の
広
域
漁
港
整
備
事
業
に
よ
る
漁
礁
設

置
を
行
い
、
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
本
年
度
か
ら
離
島
漁
業
再
生

支
援
交
付
金
事
業
に
よ
り
獅
子
島
地
区

漁
業
の
活
性
化
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
観
光

協
会
は
統
合
、
商
工
会
に
つ
い
て
て
も

本
年
度
合
併
を
目
指
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
団
体
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
活
力
あ
る
商
店
街
の
形
成
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
各
種
大
会
等
の
商
品
は

地
元
商
店
の
商
品
券
と
す
る
な
ど
町
内

全
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

●
交
通
網

交
通
網
の
整
備
は
、
町
民
の
生
活

安
全
、
利
便
性
、
さ
ら
に
経
済

活
動
に
と
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

県
道
に
つ
い
て
は
、
長
島
宮
ノ
浦
港

線
の
本
町
地
区
の
促
進
お
よ
び
平
尾
地

区
の
採
択
、
葛
輪
瀬
戸
線
本
浦
地
区
の

促
進
、
そ
れ
に
、
川
床
平
尾
線
の
採
択

に
つ
い
て
強
力
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
平
尾
浜
漉
線
、

川
床
梅
ノ
木
山
線
は
交
付
金
事
業
で
、

北
方
崎
線
、
白
瀬
本
浦
線
な
ど
町
単
独

路
線
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
債
、
過

疎
対
策
事
業
債
お
よ
び
辺
地
対
策
事
業

債
を
活
用
し
、
改
良
を
行
い
ま
す
。

　

港
湾
に
つ
い
て
は
、
本
浦
港
、
唐
隈
・

浜
漉
港
、
獅
子
島
港
を
交
付
金
事
業
や

国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
整
備
を
促
進
し

ま
す
。

●
保
健
福
祉

福
祉
行
政
の
根
幹
を
な
す
福
祉
事

務
所
の
開
設
に
つ
い
て
、
県
と

の
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
年
度
中
に
職
員
研
修
な
ど
準
備

作
業
を
行
い
、
平
成
19
年
４
月
に
県
か

ら
事
務
の
委
譲
を
受
け
、
福
祉
事
務
所

の
業
務
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
町
民
の
需

要
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
お
い
て
は
、
温
泉
入

浴
券
の
支
給
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

充
実
し
、
き
め
細
か
な
対
策
を
推
進
し

ま
す
。ま
た
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

や
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
に
よ
り
、

健
康
と
福
祉
の
両
面
か
ら
高
齢
者
の
社

会
参
加
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
本
年
４
月
発
足
し
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
介
護
支
援
及
び
介

護
予
防
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
を

持
つ
人
が
地
域
社
会
の
中
で
安
全
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
障
害
者
支
援

費
制
度
に
よ
り
、
施
設
支
援
、
居
宅
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な

少
子
化
の
中
、
次
世
代
育
成
支
援
計
画

に
基
づ
き
、
将
来
の
長
島
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
育
む
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

す
。

　

保
健
予
防
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
啓
発
を
進
め
、
疾
病
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
定
期
健
康
診

断
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

の
充
実
の
た
め
、
診
療
所
の
診
療
体
制

整
備
に
努
め
ま
す
。

●
環
境
衛
生

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
理
解
も
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
衛
自
連
と
の
連
携
に
よ
る
分
別
収

集
、
減
量
化
の
徹
底
を
図
り
つ
つ
、
可

燃
物
の
週
２
回
収
集
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
環
境
に
や
さ
し
い
資
源
循
環
型
社

会
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　

生
活
排
水
処
理
に
つ
い
て
は
、
合
併

協
議
の
中
で
決
定
さ
れ
た
、
各
地
区
毎

の
処
理
方
法
に
従
い
、
事
業
推
進
を
図

り
、
水
質
浄
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
道

水
の
安
定
供
給
が
第
一
で
す
が
、
旧
両

町
の
料
金
統
一
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
今
年
度
中
に
研
究
を
行
い
、
料
金

体
系
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
教
育

「
住
民
が
誇
り
に
思
え
る
個
性
あ

る
教
育
の
充
実
」
を
念
頭
に
、

心
豊
か
な
人
間
の
形
成
、
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
薫
り
高
き
文
化
の

醸
成
に
努
め
ま
す
。

　

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
預
か
り
保

育
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
個
性
あ
る
幼
児
教

育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
校
舎
の
耐

震
調
査
を
行
い
、
整
備
計
画
を
策
定
し

て
対
策
を
図
る
な
ど
安
全
に
万
全
を
期

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を

活
用
す
る
な
ど
基
礎
的
学
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育

や
社
会
体
育
事
業
を
拡
充
し
町
民
の
学

ぶ
環
境
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
自
主
文
化
事
業
を

充
実
し
、
町
民
が
都
市
部
に
負
け
な
い

よ
う
な
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
総
合
町
民

体
育
館
の
駐
車
場
を
拡
張
し
、
大
会
誘

致
を
行
う
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
競

技
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
、
地
域
商
業
振
興
と
の
一
体
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

●
合
併
関
連
事
業

新
生
長
島
町
の
限
り
な
い
発
展
を

願
い
、
町
民
の
責
務
を
定
め
る

町
民
憲
章
を
制
定
し
、
長
島
町
の
色
を

町
民
が
共
有
し
、
広
く
社
会
へ
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
町
の
花
、
町
の
木
等
を

定
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
町

民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
誓

う
た
め
、
長
島
町
誕
生
記
念
式
典
を
挙

行
し
ま
す
。

　

以
上
、
町
の
貴
重
な
財
源
を
有
効
に

活
用
し
、
最
大
の
行
政
効
果
を
あ
げ
る

た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。
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町　税                                   6億8,871万3千円(  8.5%)

繰入金                                   2億9,870万1千円(  3.7%)

分担金・負担金                    1億8,279万6千円(  2.2%)

その他 使用料・手数料・繰越金など     1億7,915万7千円(  2.2%)

地方交付税                                              41億円(50.5%)

町　債                                       11億3,500万円(14.0%)

県支出金                                 7億420万1千円(  8.7%)

国庫支出金                            5億777万6千円(  6.3%)

地方譲与税                          1億6,044万9千円(  2.0%)

その他                                          1億5,792万円(  1.9%)

　　　　　  

地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金など

（
16
・
6
％
）

自
主
財
源

依
存
財
源
（
83
・
4
％
）

行政用語の解説
■町税
町民税固定資産税など町民の皆さ
んが納める税金
■繰入金
町の基金からの繰り入れたお金
■分担金・負担金
保育料や工事の受益者負担金など
■地方交付税
国に納めていただいた税金を一定
の基準により国から交付される税
■国庫・県支出金
各種事業に対する国・県から交付
される補助金
■地方譲与税
国税を原則として町道の面積など
に応じて国から譲与される税
■町債
町が借り入れたお金
□自主財源
町税や施設の使用料など町が独自
で調達するお金
□依存財源
地方交付税や国庫・県支出金など
国や県から町に入ってくるお金

予算は難しい？数字ばかりでよくわからない？
まちの収入と支出をあらかじめ計算するのが「予算」。予算を見れば町の財政状況や重点的な
事業がわかります。予算と本気で向き合ってみませんか？

　

新
長
島
町
を
取
り
巻
く
財
政
環
境

は
、
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

18
年
度
に
お
い
て
も
、
地
方
交
付
税

等
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
や
社

会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
財
政
運

営
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
が
強
く
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
18
年
度
は

長
島
町
が
発
足
し
、「
夢
と
活
力
が

あ
り
、
住
民
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

す
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
と
し
た
新
し
い
町
お
こ
し
を
展

開
す
る
必
要
が
あ
り
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
、
知
恵
と
工
夫
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
年
度

の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
真
に

必
要
と
認
め
ら
れ
る
行
政
需
要
に
積

極
的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
分
庁

方
式
に
よ
る
事
務
事
業
の
簡
素
化
や

事
業
の
峻
別
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
な
ど
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
の

推
進
に
努
め
ま
し
た
。

対
前
年
比
（
６
月
補
正
ま
で
）
９
・
５
％
減

新
町
の
初
年
度
（
平
成
18
年
度
）
の
予
算
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

町
の
財
政
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
の
本
予
算
総
額
は
81
億
１
４
７
１
万
３
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
編
成
さ
れ
た
予
算
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

新
町
の
平
成
18
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
総
額
81
億
１
４
７
１
万
３
千

円
、
対
前
年
比
と
の
比
較
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
旧
両
町
の
６
月
補
正
ま
で

の
合
算
額
と
比
較
す
る
と
９
・
５
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
、
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
に
つ
い
て
は
、
構
成
比
わ
ず
か

８
・
５
％
と
低
い
一
方
、
地
方
交
付

税
は
41
億
円
で
歳
入
の
50
・
５
％
を

占
め
、
依
存
財
源
に
頼
る
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
目
的
別
歳
出
に
お
け
る

主
な
構
成
比
は
、
民
生
費
20
・
３
％
、

公
債
費
19
・
３
％
、
土
木
費
15
・
３
％

の
順
と
な
っ
て
お
り
、
性
質
別
の
主

な
構
成
比
は
人
件
費
21
・
１
％
、
普

通
建
設
事
業
費
19
・
５
％
、
公
債
費

19
・
３
％
の
順
で
、
義
務
的
経
費
の

占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
歳
出
の
中
で
は
土
木
費
の

継
続
事
業
や
合
併
に
よ
る
差
異
是
正

等
の
工
事
費
、
そ
れ
に
民
生
費
の
社

会
保
障
費
等
が
増
え
て
い
ま
す
。
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1 億 8,884 万 9 千円減
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総務費                                  9億2,684万8千円(11.4%)

民生費                                16億4,620万3千円(20.3%)

衛生費                           4億5,216万7千円(  5.6%)

農林水産業費                   10億3,761万7千円(12.8%)

土木費                                12億4,240万5千円(15.3%)

消防費                                  3億3,370万1千円(  4.1%)

教育費                                    7億314万1千円(  8.7%)

公債費                              15億6,893万5千円(19.3%)

その他                                  2 億 369 万 6 千円 (  2.5%)議会費・商工費
災害復旧費・予備費

行政用語の解説
■総務費
全般的な管理事務、企画調整事務、
財政事務、選挙事務などの経費
■民生費
社会福祉、身体障害者、高齢者、
児童福祉などの経費
■衛生費
感染症予防、結核予防、廃棄物処
理などの経費
■農林水産業費
農業、漁業、林業振興対策の経費
■土木費
道路、橋りょう、河川、港湾、公
営住宅などの経費
■消防費
消火、防災防除、災害時被害軽減
などの経費
■教育費
教育委員会、小・中学校、社会教
育などの経費
■公債費
事業を行うために借り入れたお金
□普通建設事業費
道路や施設の建設費

町民一人当たりの予算額は？
６月 30日現在の人口 12,289 人　　

一人当たり　660,323円（一般会計）
◎総務費
戸籍、税などの事務

75,421 円

◎民生費
児童福祉、高齢者福祉など

133,957 円

◎衛生費
保険、環境衛生など

36,795 円

◎農林水産業費
農業、漁業、林業振興など

84,435 円

◎土木費
道路、港湾、公営住宅など

101,099 円

◎消防費
火災、救急時の出動など

27,154 円

◎教育費
小・中学校、社会教育など

57,217 円

◎公債費
町の借金などの返済

127,670 円

◎商工費
商工業、観光など

5,262 円

◎その他
議会、災害復旧など

11,313 円

主な歳出の前年度（旧町合算）比較

人件費　　　　　　　公債費　　　　　普通建設事業費

1,690 万 3 千円増 1億 9,471 万 9 千円増

新町初年度の一般会計予算は 81億 1,471 万 3千円

予算と向き合ってみよう

20 億

15 億

10 億

　5億

      0    
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◎防災無線増設工事　２基　郷式・伯山団地　　7,600
◎役場停電時発電機の設置工事　両庁舎       21,600
◎防犯灯の設置　町内２８基                          2,100
◎カーブミラー・ガードレールの整備         2,100
◎防火水槽の設置　40㎥　　　                             36,800
　矢堂・宮ノ浦・塩追・市来崎・福ノ浦
　平尾・川内・蔵之元・小浜地区 

◎広報ながしま・町勢要覧の印刷　　　　　　    3,200
◎女性の声を聴く会の開催                             334
◎口之福浦コミュニティセンターの設計管理          985
◎口之福浦コミュニティセンターの建築       17,700
◎田尻地区グラウンドの整備                          1,841
◎巡回バスの運行補助                                         15,347
◎獅子島架橋建設促進期成会の補助             450
◎高速インターネット環境整備[ＡＤＳＬ]        12,000
　山門野局 
◎獅子島七郎山ウォークラリーの開催         3,600

◎統合型土地情報システムの導入                          5,881

◎鷹巣診療所に緊急用心肺蘇生器の購入         1,300
◎平尾診療所にレセプト処理システムの購入          473
◎平尾診療所歯科にレセプト電算の購入         2,100

◎教職員住宅の修繕　　                                           1,350
◎老朽化したへき地教員住宅の解体　２棟         1,840
◎教員住宅の水洗化　１棟                             700
◎獅子島小学校校舎の構造計算委託             863
◎本浦小学校の校舎屋上防水                          4,777
◎長島中学校校舎モルタル落下防止       10,400
◎平尾中学校音楽室屋根防水                          1,200
◎平尾中学校音楽室天井張替                          5,300
◎私立幼稚園の保育料の補助                                     2,550
　あおい幼稚園        
◎私立幼稚園の保育料減免の補助 　　　　　　　900
　あおい幼稚園
◎学校給食センターの運営                        66,008
◎子ども安全マグネットシールの購入             156
◎学校検診耳鼻科用具の購入                          2,090
◎長島高等学校の活動補助                             778
◎遠距離通学の対策                                           6,623
◎児童・生徒の就学援助                                         11,432
◎中学校教師用教材の購入                          3,787
◎学校備品の購入                                         21,902

◎英語指導助手（ＡＬＴ）の設置 　　　　　11,117

◎町図書館の書籍購入                                           2,000
◎化石の発掘体験ツアー                                           2,200
◎歴史民族資料館の管理運営                          3,675
◎文化ホールの管理運営                                           6,670
◎自主文化事業　劇団四季など 3公演         9,632
◎体育イベントの運営　　　　　   　　　　4,100
　マラソン・ウォーキング大会・公民館対抗
◎長島一周駅伝競走大会の開催                             500

↑着々と整備が進められる本浦の港



平成 18年度予算

どんなところに
つかわれるの？
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　ここでは、平成 18 年度に進められる主な
事業などを、各課ごとに紹介します。（単位：千円）

◎民生委員の活動費                                                  4,694
◎社会福祉協議会の運営                                         14,307
◎寡婦世帯への医療費の助成                                        800
◎福祉事務所の開設事業                                             1,968
◎障害福祉計画の策定                                                 2,625
◎身体障害者の日常生活用具の給付                       1,102
◎重度心身障害者の医療費の助成                         27,089
◎進行性筋萎縮症者の療養所入所の支援               8,200
◎身体障害者の更生の援護                                         4,771
◎福祉作業所の運営　　　　　　　           　　　6,045
    ぽんぽこ村・くれよん塾
◎身体障害者の施設入所の支援          　　　　   46,994
◎身体障害者の在宅サービス利用の支援               6,177
◎知的障害者の施設入所の支援                        77,614
◎知的障害者の在宅サービス利用の支援               8,344
◎障害児の在宅サービス利用の支援         1,194
◎精神障害者の在宅サービス利用の支援             600
◎障害者・障害児の地域生活の支援             710
◎高齢者の温泉入浴料                                           4,320
◎ねたきり老人等の介護手当て                          4,050
◎ねたきり老人等の紙おむつ支給                          1,440
◎在宅介護支援センターの運営                          5,999
　桃源郷・あかね園
◎老人福祉施設へ入所の支援　６施設           117,708
◎在宅福祉アドバイザーの活動促進             633
◎老人の給食サービス                                           6,300
◎敬老祝い金の支給　８０歳以上                 　　  3,435
◎要介護高齢者・重度身体障害者の住宅改造       3,200
◎高齢者の生活支援                                                  37,010
　デイサービス・ホームヘルプなど 
◎老人クラブの助成                                           2,279
◎シルバー人材センターの運営                          2,136
◎子宝お祝い金の支給                                           3,410
◎ひとり親家庭の医療費の助成                          3,435
◎児童手当の支給　小学校修了前まで       92,439
◎保育園の運営の助成                                     381,380
◎身体障害児の補装具の給付                             948
◎重度障害児の日常生活用具の給付             589
◎保育園の延長保育の補助                                         9,639
　川床・指江保育園 
◎保育園の世代間交流の補助                                      500
　平尾・まこと保育園 
◎保育園の育児講座の補助                                            500
　平尾・まこと保育園 
◎保育園の小学校低学年受け入れの補助              1,500
　平尾・指江・まこと保育園
◎放課後児童の健全育成の補助                              1,131
　川床保育園 
◎伊唐・獅子島の保育運営                         8,660
◎住宅等の自然災害見舞金の支給                             510

◎母子検診・教室などの支援と
　エンゼル支援　　                                                 5,673
◎乳幼児の医療費の助成                                           5,765
◎保健センター（指江）の管理費                             627
◎ポリオ・三混・高齢者インフルエンザ
    などの予防接種                                                    8,160
◎レントゲン・ＢＣＧなどの結核予防         6,397
◎狂犬病の予防対策                                              525
◎老人保健ヘルス事業                             　　　　  40,021
◎火葬場「不知火苑」の管理                       18,677
◎ごみの収集・運搬・処理の経費                     143,611
◎し尿の運搬・処理の経費                       56,863
◎国保一般被保険者の医療費                     910,673
◎国保退職被保険者の医療費                     255,812
◎国保加入者の出産育児一時金                       14,400
◎国保世帯の葬祭費                                           3,780
◎国保加入者のはり・きゅう・人間ドッグ
　などの経費                                                              9,606
◎老人医療受給者の医療費                  1,774,225
◎要介護１以上の
    居宅介護サービスの補助                     182,400
◎要介護１以上の
    グループホーム利用の補助                     100,000
◎要介護１以上の
　特別養護老人ホーム利用の補助                  470,000
◎要介護１以上の
    入浴補助用具・腰掛便座などの補助         1,500
◎要介護１以上の介護住宅の改修補助         6,000
◎要支援１・２の介護予防サービスの補助       33,350
◎要支援１・２の
    グループホーム利用の補助                        10,000
◎要支援１・２の
    入浴補助用具・腰掛便座などの補助         1,150
◎要支援１・２の介護予防住宅の改修補助         1,840
◎要介護 1以上の
    基準額を超える差額分の補助                        15,950
◎要介護１以上の
　施設・ショートステイ利用時の負担補助          40,200
◎介護度４・５以上のおむつ支給                            1,320
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◎伊唐大橋の航路標識・航空障害灯の点検           1,355
◎農道の維持管理　町内一円                          4,000
◎山寺地区の基盤整備                                         48,486
◎大道地区の農道改良舗装                          4,600
◎加世堂地区の農道舗装                                           5,500
◎獅子島平野地区の農道改良舗装                          7,029
◎口之福浦地区の基盤整備                        39,395
◎蔵之元地区の基盤整備                                         10,102
◎農地深耕・造成の補助　町内一円             9,800
◎農道舗装の補助　町内一円                          2,055
◎須舞取地区の土砂崩壊防止                          1,500
◎土地改良区の支援 　　　　　　　　　   1,926

◎ヒラメなどの放流 　　　　　　　　     11,452
◎航路標識の設置                                           1,600
◎広い視野をもった漁業後継者の育成         1,700
◎藻場回復拡大のための石材投入                         30,004
　指江地区
◎獅子島地区の漁業再生支援                        19,680
◎水産資源と漁獲拡大のための漁礁設置             30,003
　福ノ浦地区 
◎東町商工会の補助                                           3,450
◎長島町商工会の補助                                           2,395
◎三船漁港の整備                                         80,015
◎蔵之元漁港の整備                                         40,192
◎獅子島平河内漁港の整備                          7,092
◎汐見漁港の維持補修                                           1,000
◎夏祭りの開催などの委託                          3,357
◎温泉センター東泉望の管理                        13,536
◎太陽の里の管理                                           1,698
◎キャンプ場の管理                                                     3,996
　長島青少年旅行村・高串崎 
◎長島温泉センターの管理                          5,018
◎水産種苗センターの管理                        24,276

◎平尾浜漉線の道路改良                                         58,413
◎川床梅ノ木山線の道路改良                        91,338
◎北方崎線の道路改良                                         40,058
◎白瀬本浦線の道路改良                                         70,002
◎過疎債による道路改良　　　　　　　          351,000
　山門野汐見線・迫之前線・小田海岸線
　鷹巣杉ノ段線・町道 19 号線（広野地区）
　川床梅ノ木山線・指江川床線・川床加世堂線
　乳ノ瀬線・川床市来崎線・平吹山寺線
　町道 7号線（指江地区）・蔵之元浜漉線 
◎辺地債による道路改良　平尾浜漉線 　  20,000
◎急傾斜地の崩壊対策                                         10,000
　脇崎・蔵之元地区
◎本浦港の整備                                                       116,681
◎浜漉港・唐隈港の整備                                         96,045
◎獅子島の港整備                                                     144,354
　御所ノ浦・柏栗・湯ノ口地区                     
◎御所ノ浦の護岸整備                                         27,000
◎港湾の整備[町単独]                                                 4,000
　御所ノ浦・柏栗・湯ノ口
　伊唐・塩追・京泊地区 

◎浄化槽設置者への補助（個人設置型） 　  26,475
　旧東町区域
◎浄化槽の設置工事（町設置型）                        63,762
　旧長島町区域
◎水源施設の新設　鷹巣地区                        64,000
◎県道改良工事に伴う本管移設                                5,400
　瀬戸・山門野・本浦地区 
◎県営砂防工事に伴う本管移設工事                       1,100
　幣串地区 
◎中山間地域総合整備事業　川床地区         1,800
◎御所ノ浦地区の水道管敷設                        10,520
◎簡易水道の本管移設　田尻地区                          6,000
◎水道管の敷設替　指江・蔵之元地区       11,000

◎黒之瀬戸公園の敷地造成設計                          1,000
◎白瀬地区の分譲地造成                                               815

◎緑地広場・道路沿線に緑化木植栽                          2,048
　浦底・山門野地区
◎川床ふれあいの郷に
　オープン式冷蔵庫を購入                          1,214
◎サンレディー加工施設の管理                          1,200
◎畑作農産加工センターの                         
　排水ブロアーポンプ工事                                         1,397
◎畑作農産加工センターの
　荷受軽量機指示計・ボイラーの購入         5,500
◎耕作放棄地の発生防止
　多面的機能確保の交付金　　　　　　　　49,000
　３６集落 146.1 ｈａ 
◎新町の農業振興地域の整備                             994
◎日本マンダリンセンターの管理                          9,989
◎日本マンダリンセンターの展示園
　品種見本園の維持管理                                       4,375
◎総合交流センターの管理                          1,084
◎不知火ハウス整備の補助                        10,773
◎浦底集落センター改修工事の補助         3,500
◎優良繁殖雌牛の導入・保留の補助         1,200
◎肉用牛地域一貫経営促進の補助                          1,500
◎飼料作物収穫調整貯蔵施設の補助         2,160
◎猟友会へのイノシシ等捕獲・活動補助         2,082
◎間伐促進の緊急対策                                           1,035
◎森林組合の活動支援                                         11,000
◎森林整備公社の活動支援                          1,400
◎白瀬の林道開設                                          12,885
◎獅子島一周林道の舗装・法面等の整備         9,052
◎住民の生命・財産を守る治山事業                          8,002
　川床・福ノ浦地区 

どんなところにつかわれるの？　No.2
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道路　・国道 389 号
　　　　黒之瀬戸大橋橋梁補修工事
　　　　特殊改良事業　蔵之元工区
　　　　特殊改良事業　上り浜工区
　　　　特定安全施設整備事業　瀬戸工区
　　　・主要地方道葛輪瀬戸線
　　　　県単道路整備交付金事業　山門野工区
　　　　県単道路整備交付金事業　本浦工区
　　　・長島宮ノ浦港線
　　　　地方特定道路整備事業　鷹巣工区
　　　　県単道路整備事業　浦底工区
　　　　通学路安全対策事業　平尾工区
　　　・平尾川床線
　　　　地方特定道路整備事業　犬鹿倉工区
港湾　・指江港整備交付金事業
　　　・瀬戸港改修統合補助事業
砂防　・御所浦川荒廃砂防事業
　　　・浦田川砂防事業
漁港　・広域漁港整備事業　茅屋漁港
　　　・広域漁港整備事業　葛輪漁港
　　　・広域漁港整備事業　幣串漁港

・県営畑地帯総合整備事業　蔵之元地区
・県営中山間地域総合農地防災事業　平尾地区
・県営中山間地域総合農地防災事業　山門野地区
・県営中山間地域総合整備事業　東南部地区

・機能回復整備事業　獅子島線
・予防治山事業　村平地区
・県営治山事業　尾川内地区
・県単独水源涵養ミニダム　矢櫃地区

→
補
修
さ
れ
る
黒
之
瀬
戸
大
橋

県
土
を
つ
な
ぐ
陸
海
空
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
る
た
め
の
事
業
や
、
住
民
の
生
活
と
暮
ら
し
を

守
る
安
全
な
郷
土
づ
く
り
を
図
る
た
め
の
事
業
な
ど
、
平

成
18
年
度
に
鹿
児
島
県
出
水
合
同
庁
舎
の
各
事
務
所
で
計

画
し
て
い
る
町
内
の
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
生
活
を
確
保

　土木事務所は、道路・河川・砂防等の土木施設の維
持、改良工事等の土木事業を実施しているほか、道路
法、河川法、建築基準法等に基づく許認可事務やまち
づくりについての相談・指導等を行っています。
　同事務所で計画している事業は次のとおりです。

　耕地事務所は、ほ場整備，かんがい排水，農地環境
整備，農道整備，農地保全等各種農業農村整備事業の
用地調査，監督，同事業の計画指導や，土地改良区の
指導監督等を行っています。
　同事務所で計画している事業は次のとおりです。

　農林事務所は、地域の農業・農村が、住民の「食」
と「生活」をささえ、「水」、「緑」、「大地」を育む空
間として、将来にわたって持続的に発展するように、
食をささえる農地と住みよい農村づくりを進めていま
す。
　同事務所で計画している事業は次のとおりです。



ながしま 10広報

　

５
月
の
議
会
臨
時
会
で
推
薦
を
い

た
だ
き
、
こ
の
た
び
議
会
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変

光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
責
務

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
上
部
団
体
で
あ
り
ま
す
鹿
児
島

県
町
村
会
の
議
長
会
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
議
員
の
皆
さ
ん
方
と
と
も

に
研
修
を
重
ね
、
議
会
と
し
て
の
責

務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

議
会
と
執
行
部
は
、
町
政
発
展
の

た
め
に
は
車
の
両
輪
の
ご
と
く
協
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
ま
た
一
方
、
執
行
部
に
対

し
て
議
会
は
、
一
歩
離
れ
て
二
歩
離

れ
ず
の
精
神
で
行
う
べ
き
と
も
言
わ

れ
ま
す
。
ま
っ
た
く
同
感
で
あ
り
ま

す
。
是
は
是
、
否
は
否
で
私
ど
も

は
提
案
を
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は

チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
研
鑽
を
重

ね
な
が
ら
、
議
会
を
運
営
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
か
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
指

導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

長
島
町
議
会
は
臨
時
会
を
開
き
、５
月
８
日
、
議
長
に
濵
上
實
則
氏
（
66
）、
副
議
長
に
小
川
武
男
氏
（
51
）
を
選
出
し
、

10
日
に
は
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
。
こ
れ
に
伴
う
長
島
町
教
育
委
員
会
の
臨
時
会
で
、
教
育
長
に
中
橋
藤
七
氏
（
60
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
・
教
育
長
を
選
出

町
議
会
・
教
育
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー

長島町議会議長
濵上實則（はまがみさねのり）

　

新
「
長
島
町
」
が
誕
生
し
、
初
代

教
育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

合
併
に
伴
っ
て
、
本
町
の
学
校
数

は
、
小
学
校
11
校
、
中
学
校
５
校
の

計
16
校
に
な
り
ま
し
た
。
児
童
生
徒

数
は
、４
月
６
日
現
在
で
１
、０
５
７

人
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
が
、
毎
日

喜
ん
で
登
校
し
、
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
、「
長
島
ら
し

い
教
育
」
の
実
現
に
向
け
て
、
誠
心

誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

確
保
は
、
最
大
の
課
題
で
す
。
今
、

子
ど
も
た
ち
の
命
が
奪
わ
れ
る
事
件

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
わ
が
町
で
絶

対
に
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
学
校
で
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

基
礎
学
力
の
向
上
、
個
性
の
輝
く

学
校
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
な
ど

ふ
る
さ
と
の
も
つ
、
よ
き
伝
統
を
生

か
し
た
教
育
の
実
現
に
向
け
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
す
た
め
に
、社
会
教
育
、

社
会
体
育
の
充
実
に
も
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

長島町教育長
中橋藤七（なかはしとうしち）

HAMAGAMI

　　　　　　　　　　　  長島町  新体制

四役を紹介します

NAKAHASHI

ふるさとの
教育振興に向けて

町政発展のための
議会運営を
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こ
の
た
び
、
新
生
長
島
町
の
助
役

と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
そ
の

責
任
の
重
大
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
助
役
の
任
務

は
、
町
長
の
補
佐
役
で
あ
り
、
ま
た

職
員
を
指
導
監
督
し
、
そ
の
よ
き
相

談
役
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
語
り
ま
す
。
動
き
ま
す
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
当
選
さ
れ
た

川
添
町
長
が
、
い
か
に
町
民
の
意
向

を
汲
み
取
り
、
関
係
者
と
語
り
、
そ

し
て
動
き
や
す
い
よ
う
に
、
し
っ
か

り
と
内
を
守
り
、
環
境
を
整
え
て
い

く
の
が
、
最
大
の
役
目
だ
と
理
解
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
収
入
役
兼
掌
に
つ
き
ま
し
て

は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
即
ち
関

係
法
令
を
遵
守
し
、
的
確
に
会
計
事

務
を
、
執
行
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
、
未
熟
者
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
長
島
町
の
一

体
的
発
展
の
た
め
、
最
大
限
の
努
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
町
民
の
皆
さ
ま

方
の
、
ご
協
力
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

助
役
２
人
制
を
可
決

町
長
の
補
佐
役

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

不
肖
私
、
こ
の
た
び
町
長
の
ご
推

薦
と
町
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
７
月
１
日
か
ら
新
生
「
長
島

町
」の
助
役
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
や
国
・
地
方
と
も
に
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
お
り
、
本
町
も
合
併

と
い
う
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
ば
か

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
町
に
と
っ
て

合
併
は
未
知
の
世
界
で
あ
り
、
各
分

野
で
混
乱
や
不
安
が
生
じ
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
は
、
旧
二
町
の
融
和
が
欠

か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
職
員

と
し
て
の
行
政
経
験
を
生
か
し
、
町

長
の
補
佐
役
と
し
て
、、
ま
た
町
民

の
皆
さ
ま
と
町
長
と
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
、「
輪
と
和
」
づ
く
り
に
務

め
ま
す
。

　

な
お
、
私
は
、
主
に
指
江
庁
舎
の

担
当
助
役
と
な
り
ま
す
。
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

長島町助役
大堂定憲（おおどうさだのり）

N a g a s h i m a  t o w n  c o u n c i l

　

長
島
町
議
会
は
６
月
30
日
、
定
例
会
を
開
き
、
助
役
定
数
を
２
人
に
し
収
入
役
を
廃
止
す
る
条
例
改
正
案
を
可
決
。
川

　

鐵
夫
氏
（
72
）
と
大
堂
定
憲
氏
（
58
）
の
助
役
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
分
の
間
、
合
併
に
よ
る
旧
２
町
の

融
和
と
県
内
初
の
分
庁
方
式
に
よ
る
事
務
機
構
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
行
政
運
営
を
図
る
も
の
で
、
川　

氏
は
長
島
町
役
場
に

籍
を
置
き
、
大
堂
氏
は
主
に
指
江
庁
舎
の
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

長島町助役
川　鐵夫（かわさきてつお）

KAWASAKI

OODOU

「輪と和」づくり
に務めます

新町の一体的
発展のために努力
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INFORMATION

くらし

　鹿児島県食中毒注意報発令中

　鹿児島県では、毎年６月 15 日か
ら 10 月 14 日までの期間で、食中
毒が発生しやすい気象条件になった
ときに食中毒注意報を発令して、食
中毒予防の啓発を実施しています。
注意報が発令された際には、次の注
意事項に気をつけるようお願いしま
す。
○食品取扱の注意事項
　食中毒予防の三原則は、菌を付け
　ない・増やさない・やっつけるで
　す。
　次の４つの項目に注意し、食中毒
　を防ぎましょう。
①調理前にはよく手洗いをし、生の
　肉や魚・卵を扱ったまな板、包丁、
　調理器具は十分に消毒しましょ　
　う。
②冷蔵する必要のある食品は、すぐ
　に冷蔵庫に入れましょう。なお、
　生食用刺身等は４℃以下で保存し
　て、すみやかに食べましょう。
③加熱して調理する食品は、十分に
　火を通しましょう。
④調理後の食品はすみやかに食べま
　しょう。

【問い合わせ先】
出水保健所　衛生課
℡ 0996-63-3111　内線 305

　動物愛護講習会

　これから犬を飼いたいと思ってい
る方、犬の飼い方、しつけ方に疑問
を持っている方、動物愛護講習に参

加しませんか。どなたでも参加でき
ます。
○講習内容
・犬の習性および特徴について
・犬のしつけ方について
・犬の問題行動とその対策について
・動物から人にうつる病気について
○日時
　平成 18 年７月 25 日（火）
　午後１時～　受付
　１時 30 分～　講習会
○場所
　出水合同庁舎２階　大会議室

【問い合わせ先】
出水保健所　衛生課
0996-63-3111　内線 305

　犬の引き取りが有料化

○引取手数料
成犬：2,000 円　子犬：400 円
成ねこ：1,000 円　子ねこ：200 円

【問い合わせ先】
出水保健所　衛生課
0996-63-3111　内線 305
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案内

　長島農業振興地域の見直し　

　役場農林課では、「新」長島農業
振興地域整備計画の策定作業を行い
ます。この作業と併せて、計画の全
体見直しを行いますので、個別で農
業振興地域の確認および変更を希望
される方は、下記期間内に申し出て
ください。
○期間
平成 18 年７月 18 日（月）～
　　平成 18 年８月 10 日（木）
　期間過ぎますと当分の間、個別除
外、用途変更等の受け付けができな
くなりますのでご注意ください。

【問い合わせ先】
役場農林課　農村振興係
℡ 0996-86-1111　内線 2140

　小型船舶免許  
　更新・失効  講習

　小型船舶の免許更新・失効の講習
が実施されます。
○対象
　有効期限が１年以内に切れる免許
　証および失効している免許証
・更新：有効期限が平成 18 年８月
　28 日～平成 19 年８月 27 日の免
　許証
・失効：有効期限が平成 18 年８月
　27 日以前の免許証
○当日持参　①海技免状　②住民票
　（本籍記載のもの。後日郵送も可）
　③料金　④写真２枚
○料金 /講習時間
・更新：8,500 円（１時間）

募集

・失効：14,500 円（２時間 20 分）
※できるだけ事前に予約してくださ
　い。

【問い合わせ先】
入枝海技事務所
℡ 099-281-7753

　明るい選挙啓発ポスター作品
　募集

　私たちの生活を豊で美しいものと
するには、政治を立派なものにしな
ければなりません。そして、きれい
な政治が行われるには、明るい選挙
が行われなければなりません。
　そこで、心身ともに清く正しい全
国の児童、生徒の皆さんに、明るい
選挙をおしすすめるうえに役立つ、
独創で印象深いイメージのポスター
を描いてもらいたいのです。
○内容
　明るい選挙をおしすすめることを
　内容に自由に表現してください。
○応募資格
　小学校の児童、中学校・高校の生
　徒
○応募締切
　平成 18 年９月８日（金）
○画材　描画材料は自由【紙や布な
ど、絵の具材料だけに限りません）
○大きさの基準
　画用紙の四つ切（542 ㍉× 382
㍉）、八つ切り（382 ㍉× 271 ㍉）
もしくはそれに準ずる大きさ
○応募上の注意
　応募作品は原則として返却しませ
　ん。

　入賞作品の版権は主催者に属し、
作品は自由に利用させていただきま
　す。
　作品のうら右下に、都道府県名、
学校名、学年、氏名を必ず記入して
ください。

【申込・問い合わせ先】
長島町選挙管理委員会事務局
℡ 0996-86-1111　内線 1220

　生涯学習学級の新規募集

　長島町教育委員会では、新規の生
涯学習学級を募集します（旧両町で
活動していた生涯学習学級について
は、継続活動の可否を確認済みで
す）。
　生涯学習学級とは、趣味･教養、
文化、スポーツ･レクリエーション
活動などの学習を学級単位で活動
（年間 7回，14 時間程度）するもの
です。対象は，町内に居住している
成人で、人数は 10 名程度です。
　いつでも･どこでも･だれでも･な
んでも取り組める生涯学習をしてみ
ませんか。
○申込締切
　平成 18 年７月 31 日（月）

【問い合わせ先】
長島町教育委員会　社会教育課
℡ 0996-88-6500

↑昨年度実施された生涯学習の一場面
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２
町
が
合
併
し
て
新
「
長
島
町
」

が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
合
併
浄
化
槽

の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
旧
町

そ
れ
ぞ
れ
差
異
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
旧
東
町
区
域
は
、
合
併

浄
化
槽
設
置
事
業
、
旧
長
島
町
区
域

は
、
浄
化
槽
市
町
村
整
備
事
業
で
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
自
己
負
担
額

に
つ
い
て
は
格
差
が
あ
り
、
長
島
地

区
合
併
協
議
会
で
も
合
併
後
に
調
整

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
合
併
特
例
債
を
適
用

し
、
旧
東
町
区
域
の
自
己
負
担
額
を

旧
長
島
町
区
域
の
負
担
額
に
合
わ
せ

る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
、
専
用
住

宅
以
外
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

に
も
同
様
の
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
合
併
特
例
債
で
浄
化
槽
整

備
を
し
ま
す
と
、
事
業
費
の
約
66
・

５
％
を
地
方
交
付
税
に
参
入
（
国
に

返
さ
な
く
て
も
良
い
借
金
）
で
き
、

町
の
負
担
額
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
で
は
、
合
併
特
例
債

が
適
用
で
き
る
10
年
間

で
、
浄
化
槽
設
置
を
お

願
い
し
た
い
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
水

道
課
（
内
線
２
１
３
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

長
島
地
区
合
併
協
議
会
で
合
併
前
に
協
議
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、「
長
島
地
区
合
併
協
議
会
だ

よ
り
」
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
町
が
発
足
し
て
か
ら
協
議
さ
れ
た
事
項

な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
、『
広
報
な
が
し
ま　

』
で
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

合併浄化槽の自己負担額

旧東町区域も旧長島町区域に統一

総
務
課　

合
併
対
策
係　

内
線
１
２
１
９

返
さ
な
く
て
も
良
い
借
金
）
で
き
、浄化槽設置工事費と自己負担額の例

旧東町区域
　５人槽の場合　　　調整後負担金　　　調

整前負担金

　　標準工事費　　　861,000 円　　　861
,000 円

　　自己負担額　　　170,000 円　　　429
,000 円

　　　　　　　　　　※ 259,000 円の軽減　
　

　７人槽の場合
　　標準工事費　　1,038,000 円　　1,038

,000 円

　　自己負担額           200,000 円　       534
,000 円

　　　　　　　　※ 334,000 円の軽減　　

　10人槽の場合

　　標準工事費　　1,352,000 円　　1,352
,000 円

　　自己負担額　　　250,000 円　　　725
,000 円

　　　　　　※ 475,000 円の軽減　　

旧長島町区域の自己負担額に、変更はありません。
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長
島
町
で
は
、
急
激
な
社
会
情
勢
に
適
切
に
対
応

し
た
簡
素
で
効
率
的
な
町
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た

め
、長
島
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

委
員
会
は
８
人
以
内
で
組
織
し
、
町
長
の
諮
問
に

応
じ
て
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調

査
審
議
し
、
町
長
に
提
言
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
、
町
政
へ
の
町
民
参
画
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
委
員
の
一
部
に
つ
い
て
広
く
町
民
か
ら
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
募
集
期
間　

平
成
18
年
７
月
18
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
18
年
８
月
11
日
（
金
）

●
応
募
資
格

①
満
20
歳
以
上
（
平
成
18
年
７
月
１
日
現
在
）
で
長

　

島
町
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
長
島
町
で
設
置
す
る
他
の
附
属
機
関
の
委
員
で
な

　

い
こ
と

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
こ
と

④
公
務
員
、
町
議
会
議
員
で
な
い
こ
と

●
応
募
方
法

　
　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

　

次
の
場
所
へ
持
参
も
し
く
は
郵
送

　
（
応
募
用
紙
は
次
の
場
所
で
配
布
）

●
提
出
先

 

・
持
参
の
場
合

　

長
島
町
役
場　

総
務
課

　

長
島
町
役
場　

指
江
庁
舎　

総
合
管
理
課

 

・
郵
送
の
場
合

　

〒
８
９
９―

１
４
９
８

　

鹿
児
島
県
出
水
郡
長
島
町
鷹
巣
１
８
７
５
番
地
１

　

長
島
町
役
場　

総
務
課

市町村合併に伴う財政支援等（合併後）
　１　普通交付税
　　　合併直後の臨時的経費に対する措置として普通交付税で交付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 18 年度       40,690 千円
　２　特別交付税
　　　新たなまちづくり等への財政措置として３年間にわたり措置

　　　平成 18 年度　315,645 千円
　３　合併特例交付金
　　　合併市町村の広域的かつ一体的なまちづくりに５年間にわたり措置

平成 18 年度　100,000 千円
合併による削減経費
　１　人件費
　　　・議会議員が 30 人から 20 人になり、議員報酬、議員手当、共済費で 33,119
　　　　千円の減額
　　　・特別職７人が４人になり、特別職給料、期末手当、退職組合負担金、共済費
　　　　で 42,014 千円の減額
　　　・管理職が 31 人から 20 人になり、管理職手当が 4,593 千円の減額
　　　・委員報酬が 65,190 千円から 61,537 千円になり、3,653 千円の減額
　　　・退職者（定年、早期）で 60,000 千円の減額
　　　・教育委員会派遣職員の減（課長、主事）で 15,000 千円の減額
　２　物件費
　　　・臨時職員の賃金 135,094 千円が 81,560 千円となり、53,534 千円の減額
　　　・臨時職員共済費が、10,000 千円の減額
　　　・町長、議長、教育長の交際費が、1,400 千円の減額
　　　・旅費、需用費等、30,000 千円の減額
　３　・合併前の補助金は、補助、単独を含め旧東町が 93 件、旧長島町が 80 件、　
　　　　あわせて 173 件。本年度予算要求では、単独で 96 件、金額で 91,490 千円
　　　　の申請があったが、精査した結果、76,684 千円となり、14,806 千円の減額

合計　724,454 千円の合併効果

合
併
に
伴
う
財
政
支
援
と
削
減
経
費

合併効果       



７月○日（△曜日）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

東
分
遣
所
　
　

０
９
９
６―

８
６―

０
１
１
９

長
島
分
遣
所
　

０
９
９
６―

８
８―

５
３
３
３

  

    

花
火
は
火
薬
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

危
険
で
す
か
ら
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

花
火
を
人
や
家
に
む
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

も
え
や
す
い
物
の
近
く
で
花
火
遊
び
は
し
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

花
火
は
正
し
い
位
置
に
点
火
し
ま
し
ょ
う
。

花
火
は
大
人
と
一
緒
に
遊
び
、
夜
遅
く
ま
で
騒

　

が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

筒
物
花
火
は
筒
の
中
を
の
ぞ
か
な
い
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

風
の
強
い
時
は
花
火
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

衣
服
に
花
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ローソクで
火をつけてください。

真上に向けて細口の
ビンに立ててください。

導火線の先端に線香の
火をつけてください。もしも下から火が出

たら危険です。
手持筒ものは
このように持ちま
しょう。

花　　火　　新　　聞

ょ
う
。

ながしま 16広報
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町
長
動
静　

６
月

１
〜
２
日　

全
国
離
島
振
興
協
議
会

　
　
　

総
会　
　
　
　
　
　
（
長
崎
県
）

５
日　

水
俣
市
役
所
訪
問　
（
水
俣
市
）

　
　
　

東
町
建
友
会
総
会　
　
（
町
内
）

６
日　

北
薩
地
区
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

　
　
　

ツ
大
会　
　
　
　
（
さ
つ
ま
町
）

　
　
　

地
方
自
治
振
興
促
進
懇
話
会

　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

８
日　

長
島
町
東
地
区
戦
没
者
合
同

　
　
　

慰
霊
祭

　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

９
日　

鹿
児
島
県
林
業
構
造
改
善
協
会

　
　
　

総
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
庁
陳
情　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

12
日　

鹿
児
島
県
畜
産
衛
生
指
導
協
会

　
　
　

総
会
・
理
事
会　
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

観
光
か
ご
し
ま
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
　
　

ン
推
進
協
議
会
総
会（

鹿
児
島
市
）

13
日　

長
島
町
行
政
改
革
本
部

　
　
　

準
備
会
議

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

16
日　

長
島
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

　
　
　

議
会　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

20
〜
30
日　

定
例
議
会　
　
　
（
役
場
）

26
日　

自
衛
隊
父
母
会
東
分
会
総
会

　
　
　
（
町
内
）

30
日　

長
島
町
観
光
公
社
理
事
会（町

内
）

　

出
水
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適
正

処
理
推
進
協
議
会
は
６
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で

の
４
日
間
、
町
内
８
カ
所
で
農
業
用
廃
棄
物
を

回
収
し
、
適
正
な
処
理
に
努
め
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
に
は
、
伊
唐
大
橋
手
前
駐
車
場
で

回
収
作
業
が
行
わ
れ
、
早
朝
か
ら
伊
唐
地
区
や

鷹
巣
地
区
の
農
業
者
が
、
使
用
済
み
の
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
次
々
と
持
ち
込
ん
で
、
同

駐
車
場
に
は
農
業
廃
棄
物
の
山
が
で
き
ま
し

た
。

　

最
近
、「
環
境
ホ
ル
モ
ン
」
や
「
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
」
と
い
っ
た
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
話
題
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

農
業
の
分
野
に
お
い
て
も
深
い
か
か
わ
り
が

あ
り
、
園
芸
ハ
ウ
ス
施
設
の
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
資

材
で
あ
る
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
等
は
普
通
に
低
温
で

燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
ま
す
。
生

態
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
れ
ら
の
物
質
の
発
生

を
抑
え
、
減
少
さ
せ
る
努
力
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
用
の
使
用
済
み
と
な
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
・

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
な
ど
は
「
産
業
廃
棄

物
」
と
な
り
、
野
焼
き
や
不
法
投
棄
は
厳
し
く

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

野
焼
き
や
不
法
投
棄
を
な
く
し
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
適
正
に
処
理
し
て
い
く
た
め
、
同
協

議
会
で
は
今
後
も
指
定
の
日
時
、
場
所
で
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
業
者
の
理
解
を
得
る
た
め
に
広
報
紙

や
農
協
の
会
合
な
ど
で
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

適
正
処
理
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。 

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

野
焼
き  

不
法
投
棄
を
な
く
そ
う

↓積もり積もって、あっという間に廃棄物の山ができました
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水産商工課　内線 1362

　

放
流
効
果
に
期
待
を
寄
せ
て―

。

町
内
の
汐
見
海
岸
と
小
浜
海
岸
、
諸

浦
沖
で
６
月
22
日
、
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚

が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
豊

な
海
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

汐
見
海
岸
で
は
、
地
元
の
汐
見
小

学
校
の
児
童
が
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で

栽
培
所
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
約
８
㌢

の
稚
魚
を
、
一
人
ひ
と
り
バ
ケ
ツ
で

運
び
、
砂
浜
で
ゆ
っ
く
り
と
放
流
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
小
浜
海
岸
で
は
城
川

内
小
学
校
、
諸
浦
沖
で
は
本
浦
小
学

校
の
児
童
が
放
流
に
協
力
。
小
さ
な

魚
が
大
海
原
へ
旅
た
っ
て
い
く
姿
を

確
認
し
た
児
童
た
ち
は
、
生
命
の
大

切
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

小
浜
海
岸
で
稚
魚
を
放
流
し
た
城

川
内
小
学
校
の
大
西
悠
さ
ん（
５
年
）

は
「
小
さ
な
ヒ
ラ
メ
は
初
め
て
見
た

け
ど
か
わ
い
か
っ
た
。
大
き
く
育
っ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

汐見小  城川内小  本浦小の

児童たちがヒラメの稚魚を放流
豊な海づくり事業

ヒラメ
　ヒラメは、沖縄県を除く全国に生息しており、

高級魚で漁業者には重要な魚です。比較的浅い

海の海底に生息し、卵からふ化して約３年で成

魚となり、大きなものは 85 ㌢以上になります。

　鹿児島県では、25 ㌢以下のヒラメは捕って

はいけないことになっています。漁業者のマ

ナーを守りましょう。 ヒラメの稚魚

→
大
き
く
な
っ
て
、
ま
た
こ
の
海
岸
へ
帰
っ
て
き
て
ね



Town_Nagashima19

Town
Nagashima 行政 _Topics

●
入
札
日
時

　

７
月
28
日
（
金
）
午
前
10
時

●
入
札
の
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

大
会
議
室

●
売
却
す
る
自
動
車
の
公
開

日
時

　

７
月
19
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午

　

７
月
21
日
（
金
）

　

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時

場
所　

長
島
町
役
場
地
下
駐
車
場

●
入
札
説
明
書
の
交
付

　

入
札
に
関
す
る
説
明
書
（
入
札

書
を
含
む
）
は
、前
記
の
公
開
日
・

入
札
日
に
会
場
に
来
ら
れ
た
方
に

交
付
し
ま
す
が
、
次
の
場
所
で
も

随
時
交
付
し
ま
す
。

【
交
付
場
所
】

　

長
島
町
役
場　

総
務
課

　

指
江
庁
舎　

総
合
管
理
課

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
財
産
管
理
係

　

内
線
１
２
１
７

公
用
車
を
売
り
払
い
ま
す

平成７年８月初年度登録
普通乗用トヨタクラウン１台
走行距離　144,500km
最低制限価格　有

　

合
併
に
伴
い
、
不
要
と
な
っ
た
公
用
車
を
一
般
競
争
入
札
で
売
り
払
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
町
内
居
住
者
お
よ
び
法
人
で
あ
れ
ば
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

教
育
の
振
興
に
尽
力平

成
18
年
３
月
ま
で
の
約
12
年
間
教

育
委
員
と
し
て
、
教
育
の
振
興
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
飯
尾
氏
は
「
一
貫

し
て
学
力
向
上
を
掲
げ
、
大
き
な
問

題
も
な
く
務
め
て
こ
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
問
題
の
多
い

社
会
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
当

町
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
な
く
発
展
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
長
島
町
で
長
年
に
わ
た
り
教
育

委
員
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
城
川
内
の

飯
尾
一
成
氏
（
79
）
が
、
全
国
市
町

村
教
育
委
員
会
連
合
会
か
ら
表
彰
さ

れ
、
６
月
27
日
、
指
江
庁
舎
会
議
室

で
表
彰
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
長
島
町
教
育
委
員
会
委

員
や
役
場
関
係
者
が
見
守
る
中
、
西

一
聲
長
島
町
教
育
委
員
長
か
ら
飯
尾

氏
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
尾
氏
は
、
平
成
６
年
10
月
か
ら

教育委員会教育総務課　内線 2220

→
多
大
な
功
績
で
表
彰
さ
れ
る
飯
尾
氏

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
表
彰
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社会教育課　℡ 0996-88-6500

よ
り
後
期
の
、
中
生
代
白
亜
紀
（
９
８
０
０
万

年
前
）
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
御
所
浦
層
群
と

呼
ば
れ
る
地
層
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

●
学
術
的
に
も
貴
重

　

平
成
16
年
２
月
に
は
、
獅
子
島
幣
串
の
海
岸

で
海
生
は
虫
類
「
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
」
の
化
石

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
化
石
の
調
査
を
進

め
た
結
果
、
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の
エ
ラ
ス
モ
サ

ウ
ル
ス
科
と
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
９
月
に
四
国
で
行
わ
れ
る
日

本
地
質
学
会
で
、
鹿
児
島
大
学
の
仲
谷
英
夫
教

授
が
概
要
を
発
表
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
発
見
は
、
学
術
的
に
も
貴
重
で
、
化
石

発
掘
関
係
者
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
獅
子
島
で
発
見
の
化
石
を
公
開

　

長
島
町
教
育
委
員
会
は
化
石
へ
の
関
心
を
高

め
て
ほ
し
い
と
役
場
指
江
庁
舎
の
一
階
ロ
ビ
ー

で
、
獅
子
島
で
発
見
さ
れ
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や

２
枚
貝
な
ど
の
化
石
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
の
は
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石

の
跡
が
岩
石
に
残
っ
た
印
象
化
石
と
グ
レ
イ
ソ

ニ
テ
ス
（
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
）
の
化
石
、
イ
ノ
セ

ラ
ム
ス
（
二
枚
貝
）
の
印
象
化
石
の
３
点
。
大

き
い
も
の
は
直
径
42
・
８
㌢
も
あ
り
ま
し
た
。

　

八
代
海
に
浮
か
ぶ
「
獅
子
島
」
は
、
ア
ン
モ

ナ
イ
ト
や
二
枚
貝
、
巻
貝
な
ど
の
化
石
が
多
く

発
掘
さ
れ
る
『
化
石
の
島
』
と
し
て
全
国
に
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

獅
子
島
で
見
ら
れ
る
地
層
は
、
映
画
「
ジ
ュ

ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
」
で
お
な
じ
み
の
ジ
ュ
ラ
紀

↑獅子島幣串で発見されたエラスモサウルスの想像イラスト

↓指江庁舎に展示されたアンモナイトの印象化石

化
石
へ
の
関
心
を
高
め
て

獅
子
島
の
化
石
を
指
江
庁
舎
で
展
示
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長島高校へ行こう

長島高校  最後の体育大会
                        あなたも参加しませんか！

　　　                        　　長島高校の体育大会は、閉校に伴い今年で最後となります。     
                                      在校生の盛り上げ役として、最後の思い出づくりとして、
                                      あなたもチームを組んで参加しませんか。      

　　　　　　　　　　　　　　●日　　時：平成 18年９月 10日（日）９時 20分開始
　　　　　　　　　　　　　　●場　　所：長島高校グラウンド
　　　　　　　　　　　　　　●出場資格：長島高校ＯＢまたは長島高校にゆかりのある方
　　　　　　　　　　　　　　●参加種目：（団体）俵担ぎリレー・輪回しリレー（４人組  100 ｍ）
　　　　　　　　　　　　　　●申込方法：所定の申込用紙に記入し、長島高校へ提出
　　　　　　　　　　　　　　●申込期日：一次締め切りは７月 21日（金）
　　　　　　　　　　　　　　□申し込み・問い合わせ先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長島高校保健体育科　下大迫　晃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話 0996-88-2111　ＦＡＸ 0996-88-2191

　

６
月
17
日
、
地
元
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
長
島
高
校
敷
地
の
草
払

い
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
同
校
の
卒
業
生
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
経
験
者
、近
隣
の
住
民
ら
。

今
年
で
閉
校
し
て
し
ま
う
同
校
で
の
思

い
出
や
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
、
小

雨
が
降
り
そ
そ
ぐ
中
、
高
さ
10
㍍
近
い

土
手
や
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
な
ど
の

雑
草
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

学
校
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
は
、
最

後
の
奉
公
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
ら
が
草
払
い
清
掃

↑日ごろ手の行き届かない場所まで熱心に清掃

←
こ
の
よ
う
な
風
景
も
今
年
で
最
後
と
な
り
ま
す

↑長島高校の正面玄関には、閉校を知らせる看板が掲げられています。
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まちの話題

輪の花で観光開発大
小浜  平尾間をアジサイロードに

んぼは遊びの場
平尾保育園  どろんこ遊び

均年齢 26歳  福ノ浦Ｂが優勝平 自治公民館対抗ゲートボール大会

　アジサイロードをつくろうー。７月２日、島援隊（濱
田孝一隊長）がボランティアを募り、小浜・平尾間の
道路沿いにアジサイを植栽しました。
　当日は、島援隊のメンバーや長島中学校野球部員
ら20人が参加。約300メートルの土手を清掃した後、
細かく切り分けられたアジサイの苗を一本一本さし木
していきました。
　観光開発の一環として植栽されたこのアジサイが、
大きく育ってほしいものです。

　「足が抜けなーい」－。平尾保育園の園児
たちが６月 13 日、青空の下でぬかるんだ田
んぼに入り、泥んこ遊びを楽しみました。
　同園の恒例行事となっているこの遊びは、
身近にある水田や農業用排水路などを「遊び
の場」として活用し、自然を体験しようとす
るものです。
　３歳児から５歳児までの 48 人の園児たち
は、はだかになって元気に田んぼに入ってい
きました。慎重に足を踏み入れた園児たちも
時がたつにつれ全身泥まみれとなって歓声を
上げていました。
　園児たちは「冷たくて気持ちよかった」「今
日は汚してもお母さんに怒られないから楽し
かった」と満面の笑みを浮かべていました。

　第１回自治公民館対抗ゲートボール大会が６月 27
日から７月２日までの７日間、長島町総合交流ターミ
ナル施設で開催されました。
　大会には、町内から 54 チームが参加して熱戦が繰
り広げられ、強豪チームを次々と破り決勝戦に進んだ
のは福ノ浦Ｂと脇崎Ａチーム。決勝戦を制し見事初の
栄冠を手にしたのは平均年齢 26 歳の福ノ浦Ｂチーム
でした。大会の結果は次のとおりです。
優勝  福ノ浦Ｂ　準優勝  脇崎Ａ　３位  福ノ浦Ｃ　４位  伊唐Ａ

↑おたまじゃくしのように泳ぎ、カエルのように飛び跳ねて遊びました

↓数年後にはアジサイロードが完成

↑ダブルタッチに挑戦。狙いを定めて・・・

田
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知火苑が美しくよみがえる
草払い清掃ボランティア

顔で安全運転呼びかけ笑 東町商工会交通安全キャンペーン

代米の田植えにチャレンジ古 城川内小の総合的な学習

不

↑児童たちは裸足で田
んぼに入り、秋の実り
を願って、丁寧に苗を
植えていきました。

←田植えの後には、お
ばあちゃんたちが準備
した「さなぼい」が振
舞われ、児童たちはお
いしそうに食べていま
した。

　火葬場「不知火苑」の周辺が６月 19 日、ボランティ
アによって草払い清掃されました。このボランティア
をかってでたのは川床石油設備工業（牧一行社長）の
職員の皆さん。道路にせり出している高所の木枝はせ
んていされ、土手に生い茂った雑草は手際よく取り除
かれて、同苑の環境は美しくよみがえりました。

　ルールを守って交通事故を未然に防ごう－。東町商
工会（小川千昭会長）は６月９日、上揚の東鉱油前交
差点で交通安全キャンペーンを展開しました。
　このキャンペーンでは、同会会員らが営業で培った
持ち前の笑顔で、通りかかるドライバー一人ひとりに
「交通運転をお願いします」と呼びかけていました。

　６月 30 日、城川内小学校は総合的な学習
の時間に、指江・城川内・唐隈の老人クラブ
の会員 18 人の協力もらって、古代米（黒米）
の田植えにチャレンジしました。
　この学習に参加したのは、同校５・６年生
の 19 人。短パン姿の児童たちは、ヌルヌル
する泥の感触を確かめながらゆっくり田んぼ
に入っていきました。田植えの体験が初めて
の子は、最初はとまどいもありましたが、田
植えを終えた後には「楽しかった」と笑顔を
見せていました。
　田んぼに入るのも初めてという大堂茉亜子
さん（５年）は「田んぼの土が気持ち悪かっ
たけど、今から米が育っていくのを考えて頑
張りました」と満足そうでした。

↓高所や急斜面もきれいになりました

↑自作のパンフレットやヤクルトなどを 200 台に配布

My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

My
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

My
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観光地引き網
場　所 /小浜海水浴場　　参加料 /無料
日　時 /７月 23 日（日）　午後 １ 時ごろ～
　　　    ７月 29 日（土）　午前 10時ごろ～
　             ７月 30 日（日）　午後 ２ 時ごろ～
　             ８月 6 日（日）　午後 １ 時ごろ～
　　　　　　　　　　天候により中止する場合があります。

参加自由

主催

長島町観光協会
後援

長島町

長島町バレーボール協会

東町漁業協同組合

東町漁業協同組合青壮年部

８月５日（土）６日（日）

あづまＣＵＰ２００６
ビーチバレー大会

夏祭り
納涼大会

鹿児島ブランド鰤
ぶりお う

王
ブリのつかみ取り大会

時　間 /午前８時受付開始
場　所 /あづま海水浴場
参加料 /１チーム 4,000 円（要予約）

申込締切 /７月 25 日（火）

8/6（日） 8/6（日）

8/5（土） 芸能ショー、花火、抽選会など

時　間 /午後６時 30分～
場　所 /あづま海水浴場

時　間 /午前９時 10 分受付開始
場　所 /あづま海水浴場
参加料 /１人 2,000 円
タコのつかみ取り大会もあります。

限定 50人　

■問い合わせ先：長島町観光協会事務局　〒 899-1401 鹿児島県出水郡長島町鷹巣 1875-1
　　　　　　　　長島町役場水産商工課内　TEL0996-86-1111　FAX0996-86-0950

限定 120 チーム 限定 220 人
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過
疎
の
村
な
に
は
無
く
と
も
五
月
鯉　
　
　

筑
前　

初
市

娘
に
持
た
す
合
わ
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や
夏
手
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山
嵜
加
代
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わ
が
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れ
ぬ
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平
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勝
子
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が
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お
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の
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狩
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江
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令
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す
る
す
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と
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る
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風
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も
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思
ふ
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揺
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が
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米
尾　

和
子

唐も
ろ
こ
し黍
の
葉
擦
れ
の
音
も
強
く
な
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夏
も
身
近
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て
来
た
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長
野　

敬
子
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子
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む
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と
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れ
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母
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マ
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浮
き
立
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子
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絶
え
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春
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木
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咲
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濵
畑　

松
枝

萌
え
い
ず
る
木
々
の
芽
吹
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は
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な
し
て

　
　
　

朝あ
さ
か
げ光
に
映
ゆ
吾
が
庭
の
辺
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林　
　

妙
子

栗
の
殻
つ
け
た
る
ま
ま
に
幼お

さ
な
ぎ木
の

　
　
　

天
に
向
か
ふ
を
見
つ
つ
土
寄
す　
　

林　
　

ヒ
ロ

幾
年
も
農
を
助
け
し
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　

廃
車
と
な
る
今
朝
涙
の
出
づ
る　
　

町
田
キ
ク
エ

家
計
簿
の
よ
す
み
に
西
瓜
植
え
し
日
を

　
　
　

記
し
て
実
の
生
る
夢
ひ
と
つ
待
つ　

松
元　

睦
子

雨
上
が
り
ド
ク
ダ
ミ
の
花
白
清す

が

し

　
　
　

薬
草
な
る
も
可
憐
に
咲
き
て　
　
　

吉
田　

映
子

町立図書館おすすめＢＯＯＫ

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

幸
福
ロ
ケ
ッ
ト

山
本 

幸
久  

著

何のために生きるのか
五木 寛之　稲盛 和夫  著

　「コーモリ。あのあと、なにをいおうとしたの？あれは別れの
言葉だったの？わかりづらいよ！」京成電車の中で、ホームのし
たで、言葉にならない言葉がこぼれてく。時間はもう止まらない。
胸にこみあげてくるものを感じながら、あたしは走り続ける。確
かめなくちゃ、聞かなくちゃ。――誰も知るはずのない “未来の
笑顔” をコーモリがくれたから……
小説すばる新人賞作家の最新作！

　

昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
生
ま
れ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
京

セ
ラ
創
業
者
が
、
人
間
、
宗
教
、
日
本
人
に
つ
い
て
語
り
尽
く
し

た
書
。
戦
争
体
験
は
、
２
人
の
心
に
決
定
的
な
教
訓
を
植
え
つ
け

ま
し
た
。一
瞬
に
し
て
目
の
前
の
も
の
が
崩
れ
落
ち
る
喪
失
感
や
、

人
々
が
喘
ぐ
地
獄
絵
図
は
、
心
の
奥
底
に
確
固
た
る
信
仰
心
を
育

む
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
た
と
言
い
ま
す
。



↑新たに就航した『すずかぜⅡ』
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（　）内は前月比

人　口　 12,289( -16)
男　性　　5,937(    -7)
女　性　　6,352(    -9)
世　帯　　4,380( ± 0)

平成 18年 6月 30日現在

■編集後記　　　　　　　
▽地元の住民から「長高」
という愛称で親しまれ、長
島の発展とともに歩んでき
た長島高校。そんな長高は
閉校のときへと着々と近づ
いていっています。▽３年
生 26 人しか残されていな
い生徒たち。彼らに体育大
会を盛大に楽しむことは許
されないのでしょうか。「主
役の生徒たちに良き思い出
を！」、先生方の切なる願
いです。地区民の皆さん、
こぞって体育大会に参加し
てみませんか？　　（濱口）

日によって印象が違う花、アジサイ。一番美しく楽しめるの
はやはり雨の日ですが、晴れた日にもその瑞々しさをたっぷ
りと楽しめます。町内をドライブしていると道路沿いでよく
アジサイを見かけました。なかでも県道長島宮ノ浦港線の小
浜－川内間には、丁寧に手入れされたアジサイがたくさん咲
いていました。静かな水辺に寄り添うように咲くアジサイは
非常に穏やかで、水面に映る花色は我々の目を楽しませてく
れました。

今月の表紙

上り 下り
寄港地 着 発 寄港地 着 発
御所ノ浦 6時 35 分 米ノ津 16 時 00 分
片側 6時 45 分 6時 47 分 宮ノ浦 16 時 35 分 16 時 40 分
諸浦 6時 57 分 7時 00 分 伊唐 16 時 46 分 16 時 48 分
伊唐 7時 16 分 7時 17 分 諸浦 17 時 04 分 17 時 07 分
宮ノ浦 7時 23 分 7時 25 分 片側 17 時 17 分 17 時 20 分
米ノ津 8時 00 分 御所ノ浦 17 時 30 分

御所ノ浦・米ノ津航路に『すずかぜⅡ』が就航
　

御
所
ノ
浦
と
出
水
市
の
米
ノ
津

を
結
ぶ
定
期
船
「
す
ず
か
ぜ
」
が

老
朽
化
の
た
め
勇
退
し
、
７
月
13

日
か
ら
『
す
ず
か
ぜ
Ⅱ
』
が
就
航

し
ま
す
。

　

す
ず
か
ぜ
Ⅱ
は
、総
重
量
19
㌧
、

旅
客
の
最
大
搭
載
人
員
50
人
で
、

御
所
ノ
浦
と
米
ノ
津
間
を
１
時
間

25
分
で
結
び
ま
す
。

◎時刻表





七夕は年に一度、おり姫星（こと座のベガ）

と、ひこ星（わし座のアルタイル）が天の

川をわたってデートすることを許された特

別な日とされています。

七夕の物語は中国の後漢のころ（1～ 3世紀）

に作られたとされています。日本に入って

きたのは奈良時代で、『日本書紀』によれば

持統天皇の 5 年（691 年）に宮廷で七夕の

宴が催されたのが、七夕まつりの始まりと

のことです。

短冊に願いごとを書いて、おり姫星・ひこ

星に想いをはせながら空を見上げる、こう

したロマンチックな気分にひたれる「七夕」。

7月 7日の夜、天に流れる天の川の岸辺を見

つめて…　おり姫とひこ星に何を願いまし

たか？

↑７月１日、東保育園で「たなばたのつどい」が
ありました。この催しには、同園の園児や保護者、
保育士が参加。たくさんの短冊で彩られたステー
ジで園児がダンスを楽しんだり、保育士が七夕の
劇を披露したり、親子そろってゲームをしたり、
ひこ星とおり姫にあやかって、親子が触れ合う楽
しい一日となりました。

七　夕 [たなばた ]



日 月 火 水 木 金 土

7/30
●鷹巣診療所
　℡ 0996-86-0054
●椎原歯科医院
　℡ 0996-67-4111
●観光地引き網
　（小浜海水浴場）

7/31 1
●基本健診（市来崎・牧）
■可燃ごみ（旧長島南部）
 　( 山門野・川床・浦底）
　　　　 　　　（獅子島）

2
●基本健診（脇崎・塩追）
■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■リサイクル（獅子島）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　　（山門野・川床・浦底）

3
●基本健診（蔵之元）
●母子相談
　（保健センター）
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　  （鷹巣・諸浦）
■リサイクル
　　　　　  （鷹巣・諸浦）
           (山門野・川床・浦底）

4
●基本健診
　（赤崎・山寺・上揚・野中）
■可燃ごみ（旧長島南部）
          （山門野・川床・浦底）
                                （獅子島）

5
●夏祭り納涼大会
　（あづま海水浴場）

6　　　●長島クリニック　　　　℡ 0996-88-6405
　　　●太田歯科医院
　　　　℡ 0996-84-4700
●ビーチバレー大会
　ブリのつかみ取り大会
　（あづま海水浴場）
●観光地引き網
　（小浜海水浴場）
■資源ごみ 古紙（旧長島）

7
●三種混合
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　  （鷹巣・諸浦）

8
■可燃ごみ（旧長島南部）
　 ( 山門野・川床・浦底）
　 　　　　　　（獅子島）
■粗大ごみ（旧長島）

9
■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）

10
●基本健診
　（山中・団地・本町・矢堂）
■可燃ごみ（旧長島北部）
                          （鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ（獅子島）

11
●基本健診
　（宮ノ浦・西・菅牟田）
●育児教室
　（保健福祉センター）
■可燃ごみ（旧長島南部）
          （山門野・川床・浦底）
                                （獅子島）

12

13
●平尾診療所
　℡ 0996-88-2595
●金子歯科医院
　℡ 0996-63-2150

14
●おてき歯科医院
　℡ 0996-63-0393
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　  （鷹巣・諸浦）

15
●おてき歯科医院
　℡ 0996-63-0393
■可燃ごみ（旧長島南部）
 　( 山門野・川床・浦底）
　　　　　　　 （獅子島） 

16
●基本健診（薄井）
●健康相談
　（保健センター）
■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■リサイクル（獅子島）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　　（山門野・川床・浦底）

17
●３歳歯科検診
　（保健福祉センター）
■可燃ごみ（旧長島北部）
                          （鷹巣・諸浦）
■リサイクル
　　　 　　  （鷹巣・諸浦）
           (山門野・川床・浦底）

18
●基本健診
　（葛輪・白瀬・本浦）
■可燃ごみ（旧長島南部）                     
          （山門野・川床・浦底）
                                （獅子島）

19

20
●飯尾医院
　℡ 0996-88-5040
●脇本歯科医院
　℡ 0996-75-0026

21
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　  （鷹巣・諸浦）

22
■可燃ごみ（旧長島南部）
 　( 山門野・川床・浦底）
　　　　　　　 （獅子島）

23
●基本健診
　（御所ノ浦・湯ノ口）
■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）
■びん・有害（旧東）

24
●基本健診（幣串）
■可燃ごみ（旧長島北部）
                          （鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ（獅子島）

25
●育児教室
　（保健センター）
■可燃ごみ（旧長島南部）
          （山門野・川床・浦底）
                                （獅子島）

26

27
●鷹巣診療所
　℡ 0996-86-0054
●塩山歯科医院
　℡ 0996-62-2634

28
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　  （鷹巣諸浦）

29
●基本健診（片側）
■可燃ごみ（旧長島南部）
 　( 山門野・川床・浦底）
　　　　　　　 （獅子島）

30
●1.6 歳児健診
　（保健センター）

31
●乳児健診
　（保健福祉センター）
■可燃ごみ（旧長島北部）
                          （鷹巣・諸浦）

9/1 9/2

８月 お知らせカレンダー
広報ながしま２００６

※保健センターは旧長島町、保健福祉センターは旧東町の施設です。

祝日には、国旗を掲げましょう！




